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Gifts & Tasks 2019年 10月号 

 

信徒マリアニストを成長させ、支えるためになされる適切な管理の重要性 

 

使徒言行録 2：42-47は、初代キリスト教共同体がパンを裂き、共に祈ったことを思い起

こさせます。弟子たちは困っている人たちに必要なものを提供しました。そして、すべて

を共有しました。地理的にそれぞれ違う信仰共同体ではありますが、いくつかの経験を

共有しているので、私たちが共通して持っているものは、まさにカリスマです。私たちはカ

リスマとカリスマを豊かに開花させる組織に配慮しなければなりません。 

                

  ルカによる福音書 12：48では、多く与えられた者は、多く求められ、と述べています。

私たちはマリアニスト・カリスマの中で素晴らしい恵みを与えられてきています。それを分

かち合い、大事にするように呼ばれています。貧しいやもめ（マルコ 12：48）のように、有り余るものではなく生活の

糧すべてを与えるこ 

とは、大きな報酬があることを知っています。 

 

 信徒マリアニスト国際機関は、共同体が地元に根差したものであると同時に普遍的なものであることを思い出さ

せます。共同体は自立していて、共同体の費用を分かち合う手段を決めています。全ての信徒マリアニスト共同

体の組織で費用を献金しています、そのために信徒には IO-MLCに少なくとも 1時間分の賃金を献金することを

お願いしています。 

 

 私がこのようなことを述べるのは、2018年に韓国で開催された国際会議で明確にされた優先事項のひとつが、

信徒の枝に持続可能性があるかということだったからです。一般的な信徒の共同体は自立しています。信仰者の

集まりとしての私たちの経済基盤はそうではありません。しかし、もし私たち全員がより大きなものの一部、つまり多

くある共同体の中のひとつであると気がついたら、自立できるのです。これは IO-MLCにもあてはまり、MLC-NA

のような国レベルの独立機関にもあてはまります。 

 

 上記をすべて振り返ってみて、時間、能力、資金を提供することで構築された管理モデルについて考えていま

す。信徒の集まりが今ある姿をなすために舞台裏で行われている多くのことについてもまた考えます。その多くは

時間と能力を提供するだけではなく、私たち全員に代わって費用を負担する指導的役割の人たちの個人的な支

出によって賄われます。オンライン・ニュースレター、会員データベース、人を雇用する、国内および国際会議に出

席する信徒の代表者、マリアニスト社会正義共働（アメリカ合衆国）のような奉仕や活動を支えることなど、これら

すべてには費用がかかります。養成プログラムを始めることもまた時間、能力、資金を必要としています。 

 

 神の恵みは買うことはできません。でもマタイによる福音書6：21では次のように述べています。「あなたの富のあ

るところに、あなたの心もあるのだ。」私はマリアニストに恵みを受けてきました。リーダーシップを発揮することは

恵みであり、愛の働きです。恵みと働きの両方なので、やりがいがあります。自分で支払わなければならない大会、
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MLC-NA の代表 
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黙想会、活動に出席することによって、信仰のうちに行った投資もまた同様です。私は自分の共同体、MLC-NA、

IO-MLCに寄付した金額を認識し十分に理解しています。私たち全員が違う手段と家族に対する義務を持ってい

ることを認識し、十分に理解しています。しかしながら、私たち全員が何かを受け取っているように、皆さんが私と

一緒に参加してくださることを希望します。どんなに小さなことでも、貧しいやもめや初代教会のキリスト者のように、

皆さんの時間、能力、資金を通じてすべてを可能にする助けとなることを願っています。私たちの共同体、国内の

機関、国際機関が皆さんのために花開くことができます！ 

 

感謝を込めて 
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最高の創造力！ 

 

マリアニスト家族の中で信徒が抱える最大の課題のひとつは、青年と彼らの成長する家族を惹きつけ、支える

ことです。最初にマリアニストの精神を吹き込んだ学校、NACMS、黙想センターを青年たちが離れると、共同体と

して共にいることは難しくなります。 

 

しかし、決意を持った人たちのひとつのグループが課題に取り組み、ルーツという名前の新しい共同体を創りま

した。その共同体は、新しい友人や配偶者だけではなく、今は存在しない他のMLCの若い家族で構成されていま

す。 

 

最近、ルーツ信徒マリアニスト共同体は、オハイオ州ビーバークリークのマウント・セント・ジョンで、年に一度開

催される黙想会のために集まりました。現在、生後 1か月から 8歳までの 13人の子供がいるその共同体は、終日

の集まりに参加しました。 

 

その黙想会は信徒マリアニストで、リトリート・トゥ・ブロードウェイの責任者であるゲストのブライアン・リービーによ

って計画され、円滑に進められました。リトリート・トゥ・ブロードウェイは、革新的なプログラミングをライブ・シアター

と組み合わせた全国的な非営利プロジェクトです。 

 

ルーツ共同体の黙想会は、マリアニスト・カリスマと私たちの霊性を育む芸術を強調しました。ルーツ共同体は、

独自のライブ・シアターを作り、美女と野獣の「ひとりぼっちの晩餐会」の曲に合わせて、すばらしい歌を作りまし

た。 

 

霊的成長と家族の楽しみの両方を兼ね備えた何と創造的なやり方なのでしょう！ 



3 

 

 

   

 ルーツ MLC共同体                     「ショー」のポスターを準備 

 

   

        ルーツ家族共同体                   ルーツ家族 MLCが独自の歌を披露    


